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町　税
町民税や固定資産税
等の税金
5億9,015万円
構成割合(12.0％)

町債（町の借金）
主に建設事業に充てる
ために借り入れるお金
5億4,540万円
構成割合(11.1％)

国・県支出金
国・県が負担するお金
　
6億2,870万円
構成割合(12.8％)

地方交付税
行政運営に国から交
付されるお金
20億1,550万円
構成割合(41.0％)

主な歳入予算額

令和７年度主な重点事業

　
●防火水槽設置事業

900万円
宿渡区の防火水槽について、新設及び撤去が行
われます。

消防費

　
●都市公園整備事業

1,760万円
都市公園の整備に向けた基本設計及び開発行為
許可申請の手続き等が行われます。

土木費

　
●児童館増築事業

2億9,870万円
これからの子供たちの健やかな成長を支える安
全で安心な居場所となるよう、児童館の大規模
増築工事が行われます。

民生費

　
●総合グラウンド整備事業

660万円
総合グラウンド利用者の安全確保と利便性向上
のため、整備工事が行われます。

教育費

　
●ワイン用ブドウ産地形成事業

1,222万円
ワインが小海町の特産品となるよう、ブドウの
産地化を目指す取り組みが行われます。

農林水産費　
●各種予防接種事業

2,458万円
乳幼児から高齢者までの各種予防接種が行われ
ます。帯状疱疹予防接種が定期接種となります。

衛生費

　
●セルフオーダーシステム導入事業（新規）
 454万円
八峰の湯の集客向上及び職員の人材不足等に対
応するため、セルフオーダーシステムが導入さ
れます。

商工費

　
●在宅育児応援支援事業（新規）

240万円
生後8週間～満3歳に達するまでの幼児の育児を
在宅で行っている保護者に対して、経済的な支援
を目的に、1人当たり月額2万円が支給されます。

民生費

　
●防災行政無線更新事業（継続）
 1億4,000万円
令和６年度に引き続き、新デジタル方式（ＱＰ
ＳＫ方式）に対応した機器へ更新が行われま
す。今年度は各戸の受信機が更新されます。

総務費 　
●小海駅周辺活性化事業（継続）

2,335万円
小海駅及びアルルについて、多世代が交流でき
る施設となるよう活用が進められます。

総務費

町のお金はこの町のお金はこの
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ように使われますように使われます
　
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
５
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和

７
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
２
日
間
に
わ
た
る
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
も
慎
重
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

令和７年度一般会計当初予算　49億1,900万円
前年度対比11.2％増

■一般会計（賛成多数で可決）

■特別会計（全員賛成で可決）

内訳
令和７年度
当初予算

構成割合
（％）

対前年度当初予算

増減額 増減率（％）

一般会計総額 49億1,900万円 100 4億9,400万円 11.2

・議会費 7,311万円 1.5 693万円 10.5

・総務費 9億5,835万円 19.5 3,511万円 3.8

・民生費 13億1,215万円 26.7 3億7,323万円 39.8

・衛生費 3億8,027万円 7.7 79万円 0.2

・農林水産費 1億9,849万円 4.0 △2,134万円 △9.7

・商工費 4億3,559万円 8.9 3,086万円 7.6

・土木費 3億6,687万円 7.5 3,121万円 9.3

・消防費 2億805万円 4.2 1,990万円 10.6

・教育費 5億1,310万円 10.4 2,360万円 4.8

・災害復旧費 900万円 0.2 − −

・公債費 4億5,902万円 9.3 △629万円 △1.4

・予備費 500万円 0.1 − −

会計名
令和７年度
当初予算

対前年度当初予算

増減額 増減率（％）

国民健康保険 5億1,954万円 254万円 0.5

介護保険 7億2,719万円 1,059万円 1.5

後期高齢者医療 9,415万円 385万円 4.3

簡易水道事業
（収益的収入） 9,555万円 △71万円 △0.7
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任
用
職
員
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
改

め
、
対
応
の
柔
軟
性
を
加
味
し
た
改
正

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
国
の
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
保
育
の

内
容
に
関
す
る
支
援
及
び
代
替
保
育
に

つ
い
て
の
連
携
協
力
項
目
の
変
更
と
経

過
措
置
の
期
間
を
延
長
す
る
改
正
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
国
の
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
保
育
の

内
容
に
関
す
る
支
援
及
び
代
替
保
育
に

つ
い
て
の
連
携
協
力
項
目
の
変
更
と
経

過
措
置
の
期
間
を
延
長
す
る
改
正
等
を

行
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
小
海
町
防
災
会
議
を
円
滑
に
実
行
す

る
た
め
、
委
員
の
追
加
と
定
数
の
変
更

に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法

律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
非
常

勤
消
防
団
員
等
の
損
害
補
償
に
係
る
補

償
基
礎
額
及
び
扶
養
に
係
る
補
償
基
礎

額
の
加
算
額
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
非
常
勤
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図

る
た
め
、
消
防
団
員
退
職
報
償
金
の
勤

務
年
数
区
分
に
新
た
に
35
年
ま
で
の
区

分
を
追
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
国
の
法
律
改
正
に
よ
り
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
関
係
機
関
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

３月議会第１回定例会で

議
員
発
議

小
海
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

小
海
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
導
入
せ

ず
、旧
姓
の
通
称
使
用
の
法
制
化
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

小
海
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

小
海
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

小
海
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

小
海
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

●�

国
保
制
度
の
改
善
を
求
め
る
陳
情

書
　
陳
情
者

　
佐
久
地
区
社
会
保
障
推
進
協
議
会

　
　
代
表
委
員
　
林
　
春
二
　
他
５
名

趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

●�

女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書

の
速
や
か
な
批
准
を
求
め
る
陳
情

　
陳
情
者

　
佐
久
地
区
平
和・人
権・環
境
労
働
組
合

　
　
議
長
　
井
出
　
典
男
　

　
長
野
県
憲
法
擁
護
連
合

　
　
代
表
委
員
　
松
澤
　
佳
子

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

陳
　
　
　
情

第１回定例会で賛否が分かれた議案

（議員氏名）

（議案名簿）

黒
澤
　
敦
史

鷹
野
　
文
則

篠
原
　
哲
雄

井
出
　
和
人

渡
邊
　
晃
子

的
埜
美
香
子

井
出
　
幸
実

品
田
　
宗
久

小
池
　
捨
吉

篠
原
　
伸
男

有
坂
　
辰
六

令和７年度小海町一般会計予算に
ついて 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

欠
席
議
長
職

令和６年度小海町一般会計補正予算
（第７号）について 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

国保制度の改善を求める陳情書
（趣旨採択） 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

女性差別撤廃条約選択議定書の速や
かな批准を求める陳情（継続審査） 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

選択的夫婦別姓制度を導入せず、旧
姓の通称使用の法制化を求める意見
書の提出について

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

（〇は賛成　×は反対）

（委員長報告に対しての賛否）
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令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
教
育
委
員

会
に
こ
ど
も
課
を
新
設
し
、
関
係
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
国
の
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
子
の
年

齢
に
応
じ
た
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す

る
た
め
の
措
置
の
拡
充
と
、
介
護
離
職

防
止
の
た
め
の
仕
事
と
介
護
の
両
立
支

援
制
度
を
強
化
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
給
与
表
の
改
正
及
び
各
種
手
当
の
見

直
し
に
よ
る
改
正
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
新
た
に
積
立
金
条
例
に
追
加
し
、
中

部
横
断
自
動
車
道
に
関
連
す
る
事
業
の

財
源
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
そ
れ
ぞ
れ
館
長
の
定
義
を
会
計
年
度

　
中
島
厚
一
氏
（
馬
流
元
町
）
が
全
員

賛
成
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
宿
岩
栄
子
氏
（
大
畑
）
が
全
員
賛
成

で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
の
納
期

を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
憩
う
ま
ち
こ
う
み
事
業
施
設
の
指
定

管
理
者
と
し
て
、
株
式
会
社
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
国
の
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
各

条
例
の
条
項
ず
れ
等
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

こんなことが決まりました
　
人
事
案
２
件
、
事
件
案
２
件
、
条
例
案
12
件
、
当
初
予
算
案

５
件
、
補
正
予
算
案
２
件
、
陳
情
２
件
、
追
加
議
案
と
し
て
発

議
２
件
の
合
計
27
件
で
審
議
が
行
わ
れ
、
陳
情
を
除
く
す
べ
て

の
案
件
が
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
８
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
、
町
の
考
え
を

た
だ
し
ま
し
た
。

小
海
町
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

小
海
町
高
原
美
術
館
条
例
の一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

小
海
町
積
立
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

こ
ど
も
課
設
置
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

令和６年度一般会計補正予算（第７号）賛成多数で可決

2,255万円を減額　総額48億329万円
【歳出の主なもの】
●総務費	 △3,414万円
●衛生費	 △1,219万円
●農林水産費	 △2,569万円
●土木費	 △2,705万円
●予備費	 7,749万円

【財源の主なもの】
●地方消費税交付金	 1,646万円
●地方交付税	 3,347万円
●財産収入	 △1,725万円
●繰入金	 △2,080万円
●町債	 △4,880万円

令和６年度特別会計補正予算　全員賛成で可決
介護保険事業特別会計（第４号）	 1,660万円を減額　総額7億2,720万円

財
産
の
取
得
に
関
す
る
変
更
に
つ

い
て

小
海
町
憩
う
ま
ち
こ
う
み
事
業
施
設

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

番
号
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

人
事
案

事
件
議
決

条
例
改
正

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
同
意
に
つ
い
て

小
海
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

同
意
に
つ
い
て



中
学
校
の
部
活
動
地
域
移
行
の
内
容
は
。
親

の
負
担
軽
減
の
考
え
は
？

就
学
援
助
費
・
特
別
支
援
の
教
育
就
学
奨
励

費
の
対
象
者
の
拡
充
は
？

八
峰
の
湯
の
食
堂
の
原
材
料
費
の
補
正
は
な

い
の
か
？

公
園
整
備
事
業
の
繰
越
理
由
は
？

高
岩
本
間
線
支
線
２
号
の
予
算
は
道
路
用
地

購
入
だ
け
で
工
事
は
し
な
い
の
か
？

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
関
係

A

A A

適
正
な
在
庫
管
理
等
に
よ
っ
て
補
正
は
あ
り
ま
せ
ん
。

都
市
公
園
と
し
て
整
備
す
る
方
針
に
変
え
た
こ
と
で
、

費
用
対
効
果
の
算
定
に
時
間
を
要
し
て
い
る
た
め
で

す
。

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
補
正
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

A
休
日
で
40
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し

た
場
合
に
は
運
賃
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

A
就
学
支
援
費
に
つ
い
て
は
激
変
緩
和
措
置
を
と
っ
て

い
ま
す
。

八
峰
の
湯
の
食
堂
収
入
は
プ
ラ
ス
補
正
だ

が
、
売
店
収
入
は
補
正
し
な
い
の
か
？

A
補
正
し
ま
せ
ん
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
起
業
支
援
補
助
金
の
皆

減
理
由
は
？

A
令
和
６
年
度
中
に
該
当
す
る
も
の
が
無
か
っ
た
た
め

で
す
。

林
道
費
の
減
額
補
正
理
由
は
？

A
工
法
等
の
変
更
に
よ
り
工
事
費
が
減
額
と
な
っ
た
た

め
で
す
。

松
原
湖
高
原
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
費
の

広
告
宣
伝
費
の
増
額
理
由
は
？

A
野
辺
山
が
舞
台
と
な
る
映
画
の
放
映
に
合
わ
せ
て
宣

伝
を
す
る
た
め
で
す
。

財
産
売
払
収
入
の
内
容
は
？

A
馬
流
地
区
の
水
路
の
払
下
げ
に
な
り
ま
す
。

副
町
長
の
人
件
費
は
計
上
し
な
い
の
か
？

A
時
機
を
見
て
お
願
い
す
る
つ
も
り
で
す
。

宿
渡
の
防
火
水
槽
の
新
設
に
あ
た
っ
て
既
存

の
水
槽
を
壊
す
理
由
は
？

A
土
地
所
有
者
か
ら
の
申
入
れ
に
よ
り
、
撤
去
す
る
も

の
で
す
。

�

区
防
災
マ
ッ
プ
が
ま
だ
な
い
地
区
は
い
く
つ

あ
る
か
？

A
馬
流
区
と
溝
の
原
区
の
み
で
す
。

QQ

QQQ

Q

QQQQQQQ
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各
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

総
務
産
業
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

予
算
決
算
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

●	

小
海
町
在
宅
育
児
世
帯
応
援
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、

在
宅
育
児
支
援
を
推
奨
す
る
の
で
は
な
く
、保
育
所
と

し
て
は
、い
つ
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
に
あ
る
こ

と
も
併
せ
て
周
知
さ
れ
た
い
。

〇
町
長

　�

　在
宅
育
児
世
帯
応
援
事
業
の
実
施
に
当
た
り
ま
し

て
は
、
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
受
け
入
れ
は
、
今

ま
で
と
同
様
に
で
き
る
よ
う
広
報
を
す
る
と
と
も
に
、

保
育
所
の
受
け
入
れ
体
制
を
十
分
に
整
え
て
ま
い
り

ま
す
。

●	

児
童
館
改
築
後
の
利
用
に
つ
い
て
、
利
用
す
る
子
ど

も
と
保
護
者
の
声
を
聞
き
、
今
後
の
児
童
館
運
営
を

さ
れ
た
い
。

〇
町
長

　�

　児
童
館
改
築
後
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在

利
用
し
て
い
る
児
童
、
保
護
者
の
声
、
ま
た
今
後
利

用
す
る
こ
と
と
な
る
皆
様
の
声
を
聞
き
、
子
供
た
ち

の
安
心
安
全
な
居
場
所
作
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●	

中
部
横
断
自
動
車
道
整
備
関
連
基
金
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
今
後
積
立
を
行
っ
て
い
く
中
で
町
民
の
意
見
を
聞

く
場
を
設
け
、
事
業
内
容
を
見
極
め
る
と
と
も
に
、
目

標
額
を
設
定
す
る
な
ど
基
金
の
内
容
を
明
確
に
さ
れ

た
い
。

〇
町
長

　�

　中
部
横
断
自
動
車
道
整
備
関
連
基
金
の
設
置
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
計
画
が
示
さ
れ
る
過
程
に
お
き

ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
が
構
成
員
と
な
る
協
議
会
等

を
立
ち
上
げ
、
ご
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
事
業
内
容

を
決
定
し
、
併
せ
て
基
金
の
目
標
額
等
も
決
定
し
て

ま
い
り
ま
す
。

�

固
定
資
産
税
は
も
っ
と
増
収
に
な
る
と
思
わ

れ
る
が
？

�

施
設
の
管
理
だ
け
な
の
か
。
運
営
は
ど
う
な

る
の
か
？

八
峰
の
湯
の
入
浴
料
は
増
え
て
い
る
が
入
湯

税
が
増
え
て
い
な
い
の
は
？

憩
う
ま
ち
こ
う
み
事
業
施
設
指
定
管
理
者
の
指
定

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

�

遊
休
農
地
対
策
事
業
と
は
？

AA
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
栽
培
の
た
め
の
薬
品
代
等
に
な
り

ま
す
。

�

土
地
改
良
事
業
の
小
海
原
と
は
同
じ
管
路
の

こ
と
か
？

A
事
業
は
２
つ
に
分
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
同
じ
畑
か

ん
で
す
。

�

地
方
交
付
税
の
留
保
額
が
大
き
く
減
っ
た
。予

算
規
模
が
大
き
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
？

A
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
の
た
め
の

予
算
組
み
を
し
た
結
果
で
す
。

�

空
き
家
関
係
で
募
集
し
て
い
る
協
力
隊
は
ど

う
い
う
こ
と
に
携
わ
る
の
か
？

A
空
き
家
で
食
用
花
の
栽
培
を
行
う
協
力
隊
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

�

地
域
活
性
化
活
動
支
援
金
は
ど
う
な
っ
た
の
か
？

A
社
会
教
育
費
へ
計
上
し
ま
し
た
。

林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
引
き
続
き
派
遣
さ
れ

る
の
か
？

A
新
し
く
個
人
事
業
主
の
方
へ
委
託
し
ま
す
。

町
営
住
宅
使
用
料
の
減
少
理
由
は
？

A
今
現
在
の
入
居
状
況
に
よ
り
積
算
し
て
お
り
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
は
何
台
設
置
予
定
か
？

A
２
台
で
す
。
区
の
要
望
に
よ
り
設
置
し
て
ま
い
り
ま

す
。

森
林
経
営
管
理
事
業
業
務
委
託
と
は
？

A
個
人
が
所
有
す
る
山
林
の
意
向
調
査
を
行
い
ま
す
。

小
海
高
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
負
担
金
増
額
理

由
は
？

A
バ
ス
が
増
便
と
な
る
た
め
で
す
。

八
峰
の
湯
の
セ
ル
フ
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
の

導
入
メ
リ
ッ
ト
は
？

A
将
来
の
人
材
不
足
に
対
応
す
る
た
め
で
す
。

除
融
雪
業
者
が
出
動
す
る
た
め
の
指
示
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
？

A
全
体
会
議
に
て
基
準
の
取
り
決
め
を
し
て
お
り
ま
す
。

AA
施
設
の
管
理
の
み
で
、
運
営
は
引
き
続
き
協
議
会
が

行
い
ま
す
。

入
湯
税
に
つ
い
て
は
前
年
並
み
に
計
上
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

Q

Q
�

豊
昇
園
・
塩
名
田
苑
へ
の
支
援
と
は
？

A
経
営
状
況
が
赤
字
で
あ
る
た
め
、
法
人
化
を
す
る
ま

で
負
担
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。

A
住
宅
は
減
免
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
増
収
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

�
こ
ど
も
課
設
置
に
伴
い
職
員
の
配
置
は
ど
う

な
る
の
か
？

こ
ど
も
課
設
置
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

A
保
育
所
が
教
育
委
員
会
の
管
轄
に
配
置
さ
れ
ま
す
。

�

中
部
横
断
自
動
車
道
の
整
備
関
連
基
金
と
は
？

積
立
金
条
例
の
一
部
改
正

A
中
部
横
断
自
動
車
道
の
建
設
に
あ
た
り
、
町
で
整
備

す
る
事
業
の
財
源
確
保
の
た
め
に
積
立
を
し
て
い
き

ま
す
。

�

町
営
バ
ス
の
運
行
管
理
費
の
増
額
理
由
は
？

A
会
計
年
度
任
用
職
員
の
昇
給
等
に
よ
る
人
件
費
が
増

額
す
る
た
め
で
す
。

�

ソ
バ
や
鞍
掛
豆
の
在
庫
管
理
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
？

A
旧
高
根
保
育
園
で
保
管
を
し
、
加
工
品
等
含
め
て
き

ち
ん
と
在
庫
管
理
し
て
い
ま
す
。

�

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
試
験
栽
培
は
い
つ
ま
で

行
う
の
か
？

A
期
限
を
決
め
ず
引
き
続
き
試
験
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

QQQQQ

QQQQQQQ

QQQQQQQ
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渡
わたな べ

邊　晃
あ き こ

子議員

　
　
な
ぜ
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
子
育
て
支
援
課
と
教

育
委
員
会
の
義
務
教
育
係
を
統
合

す
る
も
の
。
幼
児
期
か
ら
中
学
生

ま
で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
相
談
や

支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
、
よ
り
包

括
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す

る
。
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置

に
向
か
っ
て
の
段
階
的
な
対
応
。

　
　
義
務
教
育
係
が
一
人
。
就
学

支
援
や
不
登
校
対
応
な
ど
大
変
だ

と
思
う
が
改
善
さ
れ
る
の
か
。
保

組
織
の
編
成
（
こ
ど
も
課

設
置
）
に
つ
い
て

問総
務
課
長

問

健
係
や
社
会
福
祉
係
と
の
連
携
が

肝
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　
指
導
主
事
の
先
生
を
経

験
さ
れ
た
方
と
、
重
層
的
に
業
務

を
行
っ
て
い
る
現
状
。
保
育
園
と

学
校
の
部
分
が
非
常
に
難
し
い
。

そ
の
部
分
の
調
整
に
入
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
部
分
に
、
保
健
・
福

祉
を
同
調
し
て
進
め
て
い
く
。

子
育
て
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
、小
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ
い
て
　
受
止
め
は

　
　
　
　
　
　
　
　
土
日
、
祝
日

子
ど
も
を
み
て
も
ら
え
る
環
境
が

教
育
長

子
育
て
支
援
課
長

強
い
要
望
。
現
状
で
は
職
員
確
保

と
課
題
が
多
く
実
現
は
難
し
い
が
、

今
後
も
検
討
し
て
い
く
。
小
学
生

を
含
む
皆
様
か
ら
の
遊
び
場
の
拡

充
の
期
待
を
深
く
感
じ
ま
し
た
。

児
童
館
拡
充
で
全
部
と
は
行
か
な

い
が
対
応
で
き
る
か
と
思
う
。

　
　
　
　
　
共
有
と
、
町
全
体
と

し
て
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
と
い

う
姿
勢
を
見
せ
て
ほ
し
い
。

今
後
の
交
通
体
系
に
つ
い
て

　
　
通
園
バ
ス
、
通
学
バ
ス
は
教

育
・
子
育
て
の
面
か
ら
充
実
さ
せ

る
考
え
は
。

　
　
　
　
　
子
ど
も
達
の
通
学
・

通
園
に
対
し
て
、
安
全
で
快
適
な

交
通
手
段
の
提
供
を
最
優
先
事
項

で
考
え
て
い
る
。
安
全
対
策
が
課

題
と
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
様
々

な
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
最
適

な
交
通
体
系
を
構
築
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
交
通
政
策
審
議
会
で
も

議
論
を
し
て
頂
き
な
が
ら
、
コ
ス

ト
で
は
な
く
利
用
者
を
最
優
先
と

し
た
体
制
を
考
え
て
行
き
た
い
。

渡
邊
議
員

問町
民
課
長

　
　
タ
ク
シ
ー
代
替
運
行
す
る
な

か
で
、
電
話
す
る
こ
と
が
ハ
ー
ド

ル
の
高
い
障
が
い
者
の
方
や
、
随

分
待
た
さ
れ
る
と
い
う
不
安
の
声

に
ど
う
応
え
る
か
。

　
　
　
　
　
別
の
手
段
も
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

は
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
る
べ
く

待
ち
時
間
を
少
な
く
す
る
よ
う
な

方
法
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

問町
民
課
長

問

答

タクシー代替運行　不安の声にどう応えるか

町長　解決に向けての努力は惜しみません
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と
そ
れ
と
高
齢
者
の
皆
様
の
対
応

が
、
本
当
に
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
克
服

し
て
い
く
こ
と
が
、
町
の
行
政
の

最
重
要
な
点
の
一
つ
と
考
え
て
い

ま
す
。
私
自
身
も
見
地
を
深
め
た

中
で
、
こ
の
施
策
に
つ
い
て
積
極

的
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　
温
泉
に
巡
回
バ
ス
の
運
行
か
、

交
通
体
系
の
見
直
し
の
中
で
温
泉

行
を
考
え
て
頂
き
た
い
が
。

　
　
　
　
　
温
泉
は
健
康
福
祉
増

進
の
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高

齢
者
の
増
加
を
踏
ま
え
た
中
で
、

交
通
政
策
審
議
会
の
中
で
議
論
に

加
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
送
迎

バ
ス
を
活
用
し
た
集
落
か
ら
の
送

迎
も
一
つ
の
方
法
と
し
て
考
え
て

い
き
ま
す
。

　
　
養
護
老
人
施
設
を
建
設
し
て

い
く
の
が
ベ
タ
ー
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
老
人
住
宅
を
建
設
し
て
い

く
か
、
何
か
方
法
を
検
討
で
き
な

問町
民
課
長

問

　
　
　
不
足
す
る
こ
と
は
否
め
ま

せ
ん
。
様
々
な
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
人
材
育
成
、
絶
対
必
要
だ
と

思
い
ま
す
の
で
積
極
的
に
進
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
町
の
皆
さ
ん
が
今
、
立
っ
て

い
る
小
海
町
は
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
頑
張
っ
て
き
た
結
果
の
上
に
い

ま
す
。
町
の
た
め

に
働
い
て
き
た
と

自
負
し
て
い
ま

す
。
「
人
間
を
救

う
の
は
人
間
で
あ

る
」
。
高
齢
者
に

安
心
を
与
え
る
の

は
町
長
の
施
策
で

あ
り
、
行
政
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
小
海
町
の
傘

下
に
い
る
の
だ
か

ら
、
高
齢
者
は
安

心
で
あ
る
と
い
う

施
策
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま

す
。
町
長
の
決
意

を
お
聞
き
し
ま

す
。

　
　
　
健
康
福
祉

町
長

問町
長

い
か
。

　
　
　
　
　
養
護
老
人
施
設
は
広

域
的
な
か
ら
み
の
中
で
、
建
設
が

町
で
は
効
果
的
と
考
え
て
い
ま
す
。

駅
前
を
中
心
と
し
た
町
づ
く
り
の

中
で
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
た
め
に
、
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
が
身
近
で
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
整
備
計
画
を
慎
重
に
検
討
し

た
中
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
高
齢
者
人
口
が
増
加
す
る
中

で
、
介
護
す
る
人
達
の
人
材
育
成

が
重
要
と
考
え
る
が
。

町
民
課
長

問

問

答

高齢者の安心と対策は

町長　行政の最重要課題の一つだと積極的に進めます

井
い で

出　幸
ゆ き み

実議員

キャプション
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成
人
の
３
人
に
１
人
が
罹
患

す
る
と
い
わ
れ
る
帯
状
疱
疹
で
す

が
、
予
防
法
と
し
て
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
有
効
で
任
意
接
種
で
す
。

町
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
制

度
が
あ
り
国
に
先
ん
じ
て
の
制
度

に
は
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。
７
年

度
よ
り
定
期
接
種
と
な
り
ま
す
が
、

令
和
６
年
度
の
実
績
と
、
定
期
接

種
の
概
要
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
令
和
６
年
度
よ
り
帯

状
疱
疹
の
任
意
接
種
に
町
単
独
の

補
助
を
出
し
て
い
ま
す
。
補
助
対

象
は
50
歳
以
上
の
町
在
住
者
で
す
。

補
助
内
容
は
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

問町
民
課
長

が
２
分
の
１
補
助
上
限
１
万
円
、

生
ワ
ク
チ
ン
が
２
分
の
１
補
助
上

限
４
千
円
で
す
。
３
月
７
日
現
在
、

不
活
化
は
22
件
、
生
が
１
件
の
合

計
23
件
で
す
。
７
年
度
よ
り
定
期

接
種
に
な
り
ま
す
。
対
象
は
65
歳

以
上
で
、
５
年
間
の
経
過
措
置
が

あ
り
、
５
歳
刻
み
で
100
才
ま
で
の

方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
７
年
度

は
100
歳
以
上
の
方
は
全
員
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
対
象
者
に
案
内
文

と
予
診
票
を
送
付
し
、
予
防
接
種

を
受
け
る
医
療
機
関
に
予
約
を
入

れ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
己
負
担
額
は
、
不
活
化
は
１
回

窓
口
負
担
額
６
千
円
、
生
は
、
１

回
窓
口
負
担
額
２
千
円
で
す
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
は
個
人
が

選
択
す
る
の
か
？

　
　
　
　
　
ど
ち
ら
か
の
ワ
ク
チ

ン
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

上
乗
せ
助
成
は
？

　
　
　
　
　
定
期
接
種
化
な
の
で

定
期
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
中
部
横
断
自
動
車
道
の
基
金

積
み
立
て
が
始
ま
り
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
計
画
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
道
路
整
備
基
金

積
み
立
て
で
す
が
、
地
域
交
通
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
地
域
振
興
を
促
進

し
、
経
済
、
観
光
、
住
民
の
生
活

の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、

観
光
地
の
ア
ク
セ
ス
改
善
、
道
路

周
辺
の
環
境
整
備
、
地
域
特
産
品

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　
　
国
・
県
へ
の
要
望
事
項
は
？

　
　
　
　
　
　
　
早
期
実
現
に
向

け
各
組
織
を
通
じ
、
様
々
な
要
望

問町
民
課
長

問町
民
課
長

問産
業
建
設
課
長

問産
業
建
設
課
長

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
今
の
時
点
で
は
全
く
見
え

て
い
な
い
時
期
で
す
の
で
、
慎
重

か
つ
理
想
的
な
考
え
に
向
か
い
動

い
て
い
き
た
い
。

町
長

問

答

帯状疱疹ワクチンが任意接種から定期接種
になるが
町民課長　令和７年度より定期接種として取り組んでいきます

鷹
た か の

野　文
ふみの り

則議員
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も
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
産
地
化
事

業
と
ア
ル
ル
駅
舎
活
用
に
関
し

て
、
未
来
を
見
据
え
た
計
画
を
こ

の
１
年
で
し
っ
か
り
立
て
、
事
業

の
継
続
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
一
度
掲
げ
た
も
の
は
ゴ
ー

ル
ま
で
遂
行
す
る
と
い
う
も
の
が
、

地
方
行
政
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
継
続
し
て
行
う
こ
と
を
約
束

し
ま
す
。

町
長

　
　
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
と
は
、

地
方
自
治
体
等
の
公
共
機
関
が
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

業
務
効
率
化
を
目
的
と
し
て
利
用

す
る
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
基
盤
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

政
府
は
本
年
度
末
ま
で
に
、
す
べ

て
の
自
治
体
が
住
民
基
本
台
帳
や

国
民
年
金
な
ど
標
準
化
対
象
と
な

る
20
業
務
に
つ
い
て
、
移
行
を
完

了
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

当
町
の
移
行
業
務
の
進
捗
状
況
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

海
外
の
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
を

利
用
す
る
こ
と
へ
の
懸
念

問

　
　
　
　
　
１
点
目
に
関
し
て
、

国
内
法
以
外
に
基
づ
く
開
示
請
求

の
場
合
、
主
権
免
除
の
適
用
を
外

国
政
府
に
通
知
す
る
こ
と
が
明
示

さ
れ
て
い
る
等
、
心
配
の
必
要
は

な
い
と
考
え
ま
す
。
２
点
目
、
３

点
目
の
観
点
か
ら
国
産
ク
ラ
ウ
ド

の
利
用
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
町
長
が

進
め
て
こ
ら
れ
た
施
策

に
対
す
る
評
価
と
展
望

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
ワ
イ
ン
用
ブ
ド

ウ
産
地
化
事
業
に
つ
き

ま
し
て
、
私
は
そ
の
ゴ

ー
ル
を
町
内
に
シ
ャ
ト

ー
を
創
る
こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
醸
造
所

を
造
り
、
ワ
イ
ン
を
町

の
特
産
の
一
つ
に
絶
対

す
る
と
、
固
く
決
意
し

て
い
ま
す
。

　
　
次
の
町
長
が
ど
な

た
に
な
ら
れ
る
と
し
て

総
務
課
長

町
長
２
期
目
の
残
り

任
期
１
年
を
迎
え
て

問町
長

問

　
　
　
　
　
現
在
、
移
行
は
努
力

義
務
と
さ
れ
て
お
り
、
当
町
は
ベ

ン
ダ
ー
で
あ
る
株
式
会
社
電
算
の

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ク
ラ
ウ
ド
を
利
用

す
る
予
定
で
す
。

　
　
日
本
企
業
で
は
な
く
、
米
国

企
業
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
に
懸
念
が
あ
り
ま

す
。
１
点
目
は
、
国
外
に
デ
ー
タ

が
流
出
す
る
安
全
性
の
課
題
、
２

点
目
は
米
国
企
業
に
毎
年
為
替
リ

ス
ク
の
あ
る
ド
ル
建
て
で
支
払
い

を
継
続
す
る
経
済
性
の
課
題
、
３

点
目
は
有
事
の
際
に
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
途
絶
え
て
し
ま
う
安
全
保

障
面
の
課
題
で
す
。

総
務
課
長

問

問

答

ガバメントクラウドは日本企業を優先すべき

総務課長　移行の際には慎重に検討します

黒
くろさ わ

澤　敦
あ つ し

史議員
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セ
ル
フ
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム

導
入
で
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な
が

ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ッ
フ
が
注

文
を
受
け
る
時
間
が
削
除
で
き
、

他
の
業
務
に
集
中
で
き
、
ス
タ
ッ

フ
の
負
担
軽
減
に
。
注
文
ミ
ス
、

ホ
ー
ル
か
ら
厨
房
へ
の
伝
達
ミ
ス

減
少
。
お
客
様
の
ペ
ー
ス
で
メ
ニ

ュ
ー
を
選
び
注
文
が
で
き
、
ス
ト

レ
ス
な
く
快
適
に
過
ご
せ
、
回
転

率
が
上
が
る
。
初
期
導
入
に
コ
ス

ト
が
か
か
る
が
、
後
年
度
に
分
け

新
年
度
予
算
か
ら

○
ヤ
ッ
ホ
ー
の
湯
に
つ
い
て

問産
業
建
設
課
長

て
リ
ー
ス
と
い
う
形
で
計
上
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

の
問
題
、
情
報
漏
洩
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
大
き
な
問
題
に
な
る
可

能
性
は
あ
り
ま
す
。

　
　
初
期
投
資
だ
け
で
な
く
、
毎

年
800
万
円
ほ
ど
か
か
る
。
そ
の
便

益
が
本
当
に
あ
る
の
か
。
本
当
に

人
材
不
足
に
対
応
で
き
る
の
か
。

そ
も
そ
も
従
業
員
の
離
職
が
頻
繁

に
起
こ
っ
て
い
る
。
労
務
管
理
や

職
場
環
境
に
課
題
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
辞
め
る
の
も
あ

る
日
突
然
辞
め
ら
れ
る
。
ス
タ
ッ

フ
も
大
事
だ
が
、
町
民
、
訪
れ
る

問産
業
建
設
課
長

お
客
様
が
第
一
。
毎
日
苦
情
の
処

理
し
て
い
る
の
も
役
場
の
正
職
員
。

　
　
赤
字
の
原
因
分
析
は
し
っ
か

り
と
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
開
所
し
た
当
時

か
ら
黒
字
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

町
民
の
福
祉
、
観
光
交
流
を
見
据

え
た
事
業
で
す
。
予
算
書
の
作
り

方
で
そ
の
よ
う
に
見
せ
ざ
る
を
得

な
い
が
、
一
般
会
計
で
や
っ
て
い

る
も
の
で
す
か
ら
ご
理
解
い
た
だ

け
れ
ば
。

　
　
客
数
が
増
え
る
と
赤
字
も
増

え
る
。
Ｒ
７
年
度
予
算
で
は
赤
字

は
さ
ら
に
増
え
、
６
９
０
０
万
円

で
す
。
町
民
は
納
得
で
き
る
か
？

本
当
に
町
民
益
に
な
る
の
か
。
従

業
員
の
働
き
方
の
問
題
、
労
務
管

理
な
ど
役
場
の
職
員
の
管
理
運
営

に
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
。
役
場

直
営
を
見
直
す
時
期
で
は
な
い
か
。

　
　
　
温
泉
は
非
常
に
難
し
い
も

の
で
、
突
発
的
な
事
故
が
あ
っ
た

り
、
機
械
が
壊
れ
た
り
、
全
部
計

上
し
た
積
み
重
ね
で
す
。
十
分
な

サ
ー
ビ
ス
を
し
た
い
と
い
う
の
が

問産
業
建
設
課
長

問町
長

私
た
ち
の
願
い
、
目
標
で
あ
り
ま

す
の
で
も
う
し
ば
ら
く
見
守
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
事
業
計
画
が
、
障
が
い
者
・

高
齢
者
の
住
ま
い
整
備
事
業
と
な

っ
た
。
今
あ
る
施
設
を
利
用
し
た

り
、
単
費
で
建
設
で
き
る
規
模
で

進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
今
現
在
の
と
こ
ろ
は
、

単
費
そ
の
他
の
実
施
は
ま
だ
考
え

て
い
な
い
。

○
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
町
独
自
の
対
策
を
。

○
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
整
備
に
つ
い
て

問町
民
課
長

問的
埜
議
員

問

答

温泉の役場直営を見直す時期では

町長　もうしばらく見守っていただきたい

的
ま と の

埜　美
み か こ

香子議員

touch !
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ず
り
合
い
、
分
か
ち
合
い
と
か
共

助
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
か
、
昔

か
ら
日
本
に
当
た
り
前
に
あ
っ
た

思
い
や
り
の
心
だ
と
思
い
ま
す
。

町
づ
く
り
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
そ
う
し
た
も
の
を
、
行
政

の
あ
る
い
は
地
域
の
生
き
方
に
取

り
入
れ
て
い
く
。
こ
れ
は
必
然
と

い
う
か
自
然
な
流
れ
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

町
長

　
　
最
近
、
参
観
日
に
行
く
と
学

校
の
授
業
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
る
と
思
う
が
、
今
の
学
校
の

現
状
は
。

　
　
　
　
子
供
た
ち
が
自
主
的
に

学
び
、
個
性
や
こ
だ
わ
り
な
ど
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
地
域
に

お
け
る
学
び
を
通
じ
て
人
と
の
つ

な
が
り
、
そ
し
て
共
感
的
、
協
調

的
な
関
係
を
構
築
す
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
学
校
生
活
の
中
で
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
前
、
県
の
武
田
教
育
長

に
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、
今
の
子
供
た
ち
は
地
域
の

問教
育
長

問

の
町
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
頂
く
。

こ
う
い
う
循
環
が
大
切
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
な
ぜ
学
校
問
題
を
取
り
上
げ

た
か
と
い
う
と
、
学
校
の
現
場
は

今
、
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
し
て
子
供
た
ち
は
10
年
経

て
ば
大
人
に
な
り
ま
す
。
役
場
に

は
若
者
・
女
性
が
大
勢
い
ま
す
。

ま
た
議
会
も
若
者
・
女
性
の
な
り

手
不
足
と
い
う
こ
と
で
、
職
員
の

若
者
・
女
性
の
意
見
を
も
っ
と
吸

い
上
げ
る
仕
組
み
を
作
る
べ
き
だ

と
思
う
が
。

　
　
　
女
性
の
活
躍
を
望
む
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
け
ど
、
ま
だ
こ

う
い
っ
た
小
さ
な
町
で
す
と
閉
鎖

的
な
も
の
も
あ
っ
た
り
、
古
来
よ

り
の
風
習
も
あ
っ
た
り
と
い
う
こ

と
で
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な

い
部
分
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
行
政
を
進
め
る
中
で
は
基
本

男
女
平
等
で
あ
り
ま
す
。

　
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い
う

の
は
、
昔
の
日
本
の
文
化
と
深
い

関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、

日
本
人
は
昔
か
ら
助
け
合
い
、
ゆ

問町
長

問

こ
と
を
ほ
と
ん
ど
学
ん
で
い
な
い

か
ら
、
地
域
に
ど
ん
な
会
社
が
あ

っ
て
、
ど
ん
な
人
が
住
ん
で
い
る

の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら

高
校
を
卒
業
し
て
一
度
町
を
出
て

し
ま
う
と
、
帰
っ
て
く
る
き
っ
か

け
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。

小
学
生
、
中
学
生
の
頃
か
ら
地
域

と
関
わ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
学
校
に

町
民
が
も
っ
と
積
極
的
に
関
わ
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
こ
の
地
域
で
生
ま
れ
育

っ
て
、
そ
の
皆
さ
ん
が
一
回
は
外

へ
出
る
が
、
そ
の
後
町
へ
戻
っ
て

活
躍
さ
れ
る
。
そ
し
て
次
の
世
代

教
育
長

問

答

ウェルビーイングを町政に取り入れてほしい

町長　みんなが健康で幸せな町づくりをしたい

品
し な た

田　宗
むねひ さ

久議員

一
　般
　質
　問
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荒
廃
農
地
及
び
遊
休
農
地
の

現
状
は
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
町
の
農
地

は
約
１
２
０
０
ha
で
、
荒
廃
地
は

395

ha
で
、
遊
休
農
地
は
135

ha
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
荒
廃
農
地
・
遊
休
農
地
の
活

用
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　
　
東
京
の
大
企
業

の
提
案
を
頂
い
て
、
町
の
遊
休
農

地
を
解
決
し
て
い
こ
う
と
３
年
間

町
の
農
業
を
取
り
巻
く
課
題
と

農
業
振
興
に
つ
い
て

問産
業
建
設
課
長

問産
業
建
設
課
長

で
100
人
の
方
に
農
業
に
関
わ
っ
て

も
ら
い
、
開
墾
ド
リ
ー
ム
と
い
っ

て
町
の
遊
休
農
地
を
開
墾
し
て
、

ぶ
ど
う
と
か
そ
う
い
っ
た
も
の
を

奨
励
し
て
遊
休
農
地
を
減
ら
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
今
後
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
な
ん
と
い
っ
て
も
町
の
基

幹
産
業
で
ご
ざ
い
ま
す
。
安
定
的

な
価
格
の
形
態
が
取
れ
れ
ば
と
思

っ
て
、
Ｊ
Ａ
の
方
に
も
言
っ
て
協

議
し
て
お
り
ま
す
。
農
家
の
出
荷

時
点
で
の
金
額
を
上
げ
て
と
い
う

の
が
、
私
の
第
一
目
標
に
さ
せ
て

問町
長

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

野
菜
農
家
が
希
望
を
も
っ
て
で
き

る
よ
う
な
形
を
模
索
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
ハ
ウ
ス
の
補
助
金
を
、
農
業

振
興
の
た
め
に
も
近
隣
町
村
並
み

に
上
限
100
万
円
の
補
助
を
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
私
の
一
存
で
は

決
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
内
容
を

よ
く
考
え
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　
女
子
高
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
開
催
に
つ
い
て
町
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
令
和
７
年
度
予
算
に

660
万
円
を
計
上
し
て
Ｂ
面
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
表
層
の
改
良
工
事
を
行
い

ま
す
。
支
援
に
つ
い
て
は
、
水
分

補
給
用
の
飲
み
物
を
昨
年
同
様
に

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
大
会
に
関
わ
る
皆
さ
ん

に
対
し
て
も
、
今
後
協
議
の
中
で

何
ら
か
の
手
立
て
を
し
な
が
ら
町

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問産
業
建
設
課
長

問教
育
次
長

教
育
長

　
　
避
難
所
開
設
訓
練
を
、
総
合

セ
ン
タ
ー
で
実
際
の
災
害
を
想
定

し
て
町
民
参
加
で
行
っ
た
ら
。

　
　
　
　
　
防
災
マ
ッ
プ
あ
と
２

地
区
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

が
で
き
た
中
で
そ
れ
も
加
味
し
て
、

全
体
的
な
訓
練
と
し
て
計
画
し
て

い
か
れ
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
自
主
防
災
組
織
は
、
各
区
に

組
織
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
以
前
は
各
地
に
自
主

防
災
組
織
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

現
在
そ
の
組
織
が
機
能
し
て
い
る

か
は
区
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
す
。

町
と
し
て
、
自
主
防
災
の
組
織
を

ど
の
よ
う
に
整
え
る
か
検
討
し
ま

す
。 防

災
減
災
に
つ
い
て

町
の
取
組
は

問町
民
課
長

問町
民
課
長

問

答

今後町の農業振興について町長の考えは

町長　野菜農家が希望を持てるような形を模索

篠
しのは ら

原　哲
て つ お

雄議員
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広報こうみ第204号に関する申し入れとその回答について

1 判断基準の明確化
　全員協議会の中で「議会に関することを広報誌に掲載することの是非」が問われま
したが、誰がどのような基準で判断するのかが不明確であるため、明確な基準の策定
を求めます。

　先般の広報こうみ第204号「町政に対するご意見・対応一覧表」に関し、以下の
点について町長へ申し入れを行い、回答をいただきました。

回答：�議会に関することにつきましては、議会に対し、協議するという
対応をします。

2 匿名文書への対応
　匿名の意見を全て排除するのではなく、一定の基準を設け、適切に取り扱うための
規定を整備すべきと考えます。

回答：�これまでの「ご意見」につきましてもほとんどが匿名であり、記名
されているものは少ない状況です。これまでの基準を見直し精査で
きるよう整備します。

3 掲載基準の見直し
　今回の件を踏まえ、誹謗中傷に該当する内容については適切に精査し、条件を設け
るなどの対応を求めます。

回答：�誹謗中傷や批判などを定義づけし、公平な判断、掲載ができるよ
うにします。

4 これまでの慣例の尊重
　これまで町長と議長で協議し、問題なく進められてきた経緯があります。今後もこ
の方式を尊重し、議会と行政が適切に連携を図ることを求めます。

回答：�内容により、議長・町長の協議の場を設けるように対応します。

5 ルールの確立と周知
　今後、類似の事態が発生しないよう、明確なルールを策定し、適切に周知・運用す
ることをお願い申し上げます。

回答：�より明確な判断ができるよう基準を整備し、適切に運用します。

一
　般
　質
　問
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過
日
秩
父
事
件
「
草
の
乱
」

上
映
と
古
文
書
を
拝
見
し
ま
し
た
。

町
に
あ
る
数
あ
る
古
文
書
も
系
統

的
に
ケ
ー
ス
に
て
展
示
す
る
こ
と

も
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

東
馬
流
の
秩
父
事
件
記
念
碑
を
観

光
資
源
と
し
て
活
用
出
来
な
い
か
。

須
張
り
踏
切
を
拡
幅
し
、
筆
岩
踏

切
経
由
で
観
光
客
と
住
民
の
周
回

道
路
と
し
て
活
用
し
て
は
。

　
　
　
　
　
古
文
書
に
つ
い
て
は

文
化
財
調
査
室
に
て
管
理
、
今
後
、

楽
集
館
レ
ン
タ
ル
ル
ー
ム
で
特
別

展
示
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
観
光

資
源
と
し
て
地
図
で
は
標
示
し
て

あ
る
が
現
地
へ
の
周
回
道
路
は
今

問教
育
次
長

後
検
討
し
て
行
き
た
い
。

　
　
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
に

つ
い
て
、
町
長
は
運
営
方
法
を
工

夫
し
、
経
費
を
節
減
し
て
継
続
す

る
と
い
う
が
、
７
年
度
町
の
予
算

49
億
１
９
０
０
万
に
対
し
、
運
営

費
と
設
備
修
繕
費
で
６
６
０
０
万

円
の
計
上
で
す
。
ま
た
今
後
５
年

間
の
設
備
費
・
運
営
費
は
７
億
円

以
上
の
予
算
見
込
み
で
す
。
町
長

の
意
気
込
み
は
分
り
ま
す
が
、
継

続
は
困
難
。
但
し
２
０
２
８
年
信

州
や
ま
な
み
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

会
場
に
な
り
、
国
、
県
の
資
金
支

援
が
あ
れ
ば
別
。

問

　
　
　
ム
ダ
な
部
分
か
、
価
値
の

部
分
か
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
、
文

化
の
継
承
の
意
味
か
ら
も
我
が
町

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
町
だ
け
で

な
く
地
域
の
こ
と
も
考
え
継
続
し

た
い
。
２
０
２
８
年
（
国
ス
ポ
）

も
競
技
に
よ
り
大
会
会
場
の
分
散

も
あ
れ
ば
手
を
挙
げ
た
い
。
但
し

宿
泊
施
設
、
移
動
等
加
味
し
た
判

断
に
な
る
可
能
性
は
あ
る
。

　
　
中
部
横
断
自
動
車
道
路

に
つ
い
て
小
海
町
発
展
の
最

後
の
チ
ャ
ン
ス
、
こ
の
機
会

を
逃
す
と
致
命
的
な
損
失
で

す
。
町
長
と
し
て
実
現
に
向

け
大
き
な
夢
は
何
か
。

　
　
　
早
期
着
工
、
早
期
開

通
。
自
分
で
運
転
し
て
走
っ

て
み
た
い
。

　
　
政
策
イ
ン
タ
ー
は
八
那

池
に
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
が
、
自

前
の
活
性
化
イ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　
　
　
イ
ン
タ
ー
は
場
所
に

も
よ
り
ま
す
が
５
億
か
ら
７

億
円
と
い
う
試
算
で
す
。
必

町
長

問町
長

問町
長

要
性
・
費
用
対
効
果
等
等
を
ふ
ま

え
た
中
で
進
め
て
行
き
た
い
。

　
　
基
金
に
つ
い
て
７
年
度
予
算

で
は
年
１
０
０
０
万
円
で
す
が
、

私
は
年
５
０
０
０
万
円
の
積
み
立

て
を
要
望
し
ま
し
た
が
。

　
　
　
　
　
７
年
度
、
大
型
事
業

推
進
の
た
め
減
額
、
年
度
が
進
む

中
で
増
額
し
た
い
。

問総
務
課
長

問

答

将来を見据えた予算・施策を望む

町長　町の活性化、町民の要望にそって努力します

小
こ い け

池　捨
すてき ち

吉議員

秩父事件の展示状況（北牧楽集館）
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私
た
ち
18
期
の
議
員
の
任
期
も
４
月
30

日
を
も
っ
て
満
了
と
な
り
ま
す
。
４
年
間

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
前
半
の
２
年

間
は
コ
ロ
ナ
過
の
影
響
で
十
分
な
議
員
活

動
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
半
の
２
年

間
は
コ
ロ
ナ
明
け
後
、
徐
々
に
議
員
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
変
化
の
激
し
い

４
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
中
、

議
会
改
革
特
別
員
会
を
設
置
し
、
議
員
報

酬
の
改
定
・
議
員
定
数
の
改
定
・
議
会
の

見
え
る
化
・
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
等
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
議
会
の

見
え
る
化
と
い
う
こ
と
で
議
会
報
告
会
を

開
催
し
、
町
民
の
皆
様
よ
り
多
く
の
ご
意

見
を
頂
き
ま
し
た
。
新
議
員
の
皆
様
に
は
、

「
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
」
「
多
様
な
世

代
が
参
加
し
や
す
い
議
会
」
の
実
現
を
目

指
し
、
議
会
改
革
を
推
進
し
て
い
た
だ
き

た
い
。



（
編
集
委
員　
篠
原　
哲
雄
）

　
　
　
　
　
編
集
責
任
者　
有
坂　
辰
六

　
　
　
　
　
編
集
委
員
長　
篠
原　
哲
雄

　
　
編
集
委
員　
篠
原　
伸
男

　
　
　
　
　
編
集
委
員　
井
出　
幸
実

　
　
　
　
　
編
集
委
員　
的
埜
美
香
子

詳しくは、議会事務局電話 0267-92-2525（内線300・301）にお問い合わせください。

小海町議会まめや 直売所

議会に関する事は町ホームページをご覧下さい。
定例会一般質問をYouTubeにより視聴ができます。

また、会議録もホームページへ掲載しておりますので、
ご覧下さい。

車椅子をご利用の方は、議場内の専用スペースで
傍聴することができます。
役場庁舎１階と３階においてライブ配信も行っております。

次回定例会は
６月開催予定です

　議会ではどんな発言をしているのか、
またどんなまちづくりを考えているのか、
今後の町の方向性を
直接聞くことができ
る良い機会です。ぜ
ひ、お越し下さい。

議会を傍聴してみませんか

全国町村議会議員表彰が
授与されました

　長年の議員活動への功績が讃えられ、
全国町村議会議長会より、的埜美香子
議員が表彰されました。
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